
平成 20年度 関東支部企画総務グループ（第２回） 議事録 
 
日 時：平成 20年 7月 17日（木）14：00～17：00 
場 所：JGS会館３Ｆ中会議室 
出席者：岸田，石井，北本（記録），王，喜多，青木（事務局） 
欠席者：東畑，末政，玉手 

 
１．平成 20年度体制および役割分担 
・高岡幹事の退任に伴い喜多幹事が就任 
⇒ 地盤技術者の英語，出張講座等を担当 

・玉手幹事は、関東支部派遣の地盤工学会誌編集委員の他、東畑先生集中講義を担当 
・適任者の新規追加として、東京都建設局あたりに打診中 
・事務局には青木さんが就かれて約 1ヶ月が経過 
⇒ 9月一杯でアルバイトの堀越さんが退任予定 

 
２．進捗状況の報告 
（１）広報活動（王幹事） 
 ・Newsletterの巻頭言執筆は、これまで支部長，副支部長に依頼してきたが、一巡以上したことでも
あり、今後は、新副支部長を含め各Ｇリーダーへの依頼を検討する 

・原稿執筆が滞っている場合は、催促メールを王幹事（編集長）から送付する。今後、執筆を依頼す

る場合、各Ｇリーダーを窓口とする 
（２）工法協会交流会（北本副幹事長） 
・関東支部から、アンカー系工法協会の 6団体に特別会員への入会お願い書を発送 
⇒ 協会によって財務状況の良否があり、個人的レベルで入会のお願いをすると効果的 

・次回は、補強土系工法協会（ジオテキスタイル補強土壁協会を除き、テールアルメ・テクスパン会，

多数アンカー式補強土壁協会，ＲＲＲ工法協会，ハイビーウォール研究会の 4団体から参加回答）
を対象に 9～10月頃を予定 
⇒ 15分/協会の説明後、60分程度の質疑応答 

（３）地盤技術者の英語（喜多幹事） 
・海外営業担当者を受講対象者として、電発内から講師を推薦願い、10月頃を目途に開催 
⇒ これから海外でビジネスをする（したい）人向けに、実務的視点の経験・技術に基づき 

 ・添削型指導については、定款に留意（地盤工学関連の国際会議対応に限定）の上、原則会員限定で

割安感（関東支部には仲介料収入）と信頼感（土質専門家による添削）を合わせたサービスを提供 
⇒ 当面、赤木先生，東畑幹事長らによる指導を想定するが、依頼が増加した場合、プラチナ（ベ

テラン）会員の確保を視野に入れた体制の確立が課題 
（４）特別講演会（石井副幹事長） 
 ・「建設コンサルタント賠償責任保険から見る事故原因」と題して、損保ジャパン・蔵田氏に講演を

依頼（9月下旬から 10月を目途に開催予定） 
   ⇒ G-CPD ポイントを 1.5 に設定し、１ポイント＝概略 1,000 円より会費 1,500 円（非会員の



場合、1.5倍程度により 2,000円～2,500円） 
 
３．東畑先生からの検討依頼内容 
（１）“若手会員優遇策”について議論された内容は以下のとおり 
・他学会での対策を調査してはどうか 
・講習会用のクーポン券を配布してはどうか 
・GIS，GPS，ICタグ等、若手が興味を持ちそうな異分野での最新情報に関する講習会を企画しては
どうか 
⇒ 入社間もない若手は、当面の業務では従来技術の習得に四苦八苦しており、最先端に触れた

いという余力はそれほどない 
・支部発表会を学生主体で運営している支部もあり、若手（あるいは女性）を主体とするＧ（グルー

プ）を設け、若手に検討してもらうのはどうか 
・各Ｇにおいては、今後、若手を組み入れた人員構成に配慮する 
（２）特別会員サービス企画 
 ・民間企業の新入社員教育請負などを通じて、学会のアピール，入会斡旋を図る 
   ⇒ 若手の要望（講演内容，講師）を踏まえた出張講座の実現 
（３）中国四川地震対応 
 ・コンタクト先として西南交通大学，成都理工大学，四川大学，山地災害研究所などがあるようだが、

今後必要とされる技術を王幹事が先方にヒアリングして、東畑幹事長と相談の上、メール，

Newsletter等で会員にアイデアを公募する 
・コアになる先生方と訪中団を形成して、現地へ赴く（関東支部からの支援は旅行保険のみで、旅費

は自前） 
（４）国交省特別会員への会員メリット案内 
 ・肉筆の手紙 20通程度を青木さんが代筆して送付 
（５）マスコミとの勉強会 
 ・NHK，日経コンストラクションなど地盤工学出身者の記者を相手に、たとえば四川地震，岩手宮

城内陸地震関連で興味を引くようなあまり表立っていない話題を用意して懇談会をもちかける 
 
４．その他 
・関東地整の北橋局長が勇退され、菊川大臣官房審議官（道路局）が局長に就任 
⇒ 太田支部長，東畑幹事長で表敬訪問予定 

・次回は、運営委員会の開催日決定を待って、それ以前で日程を調整 
 
                                  


